
先週のポイント

先週の市場動向（内外株式）

国内株式 東証33業種別騰落率 外国株式 S&P500業種別騰落率
（上位） 1 空運業 6.4% （上位） 1 金融 1.8%

2 鉄鋼 2.9% 2 公益事業 1.5%
3 卸売業 2.5% 3 資本財・サービス 0.8%
4 その他金融業 2.1% 4 情報技術 0.4%
5 金属製品 2.0% 5 電気通信サービス -0.1%

（下位） 1 水産･農林業 -1.5% （下位） 1 エネルギー -1.0%
2 食料品 -1.5% 2 素材 -0.8%
3 不動産業 -1.4% 3 ヘルスケア -0.6%
4 ガラス･土石製品 -1.3% 4 生活必需品 -0.6%
5 鉱業 -0.9% 5 一般消費財・サービス -0.4%

(出所)Bloomberg (出所)Bloomberg

特別勘定運用部
2017年8月7日

経済指標が強弱まちまちな結果となる中、企業の好決算発表が株価のサポート材料となり、NYダウは22,000ドルを突破。一方、日経平均株価
は好決算銘柄中心に買いが入ったものの、米政権の先行き不透明感や北朝鮮のミサイル発射等を背景とした円高ドル安を受け、2万円近辺
で一進一退の動きとなった。

横ばい まちまち
決算発表がピークを迎える中、
好業績銘柄に買いが入り日経
平均は一時2万円を回復。
もっとも、米国の軟調な経済指
標やハイテク株安を受けドル円
が109円台まで円高に推移する
と、値嵩株を中心に下落。週末
の米雇用統計を控え、積極的な
買いは見送られた。

(米国)企業の好決算発表や週
末の強い雇用統計を好感し、
NYダウは上昇。22,000ドルの
大台に乗せた。一方、ナスダッ
クは方向感を欠き下落。
(中国)発表された財新製造業
PMIが市場予想を上回ったこと
や人民元高・米ドル安による資
金流入期待を背景に、株価は
週間で上昇。

日経平均株価 ＮＹダウ

ユーロストックス 上海総合
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日経平均
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上海総合

2017年3月末 6月30日 7月28日 8月4日
（年度始～）

2017年3月末比
6月30日比

（前週末～）
7月28日比

日経平均株価（円） 18,909.26 20,033.43 19,959.84 19,952.33 5.5% -0.4% 0.0%

TOPIX（ポイント） 1,512.60 1,611.90 1,621.22 1,631.45 7.9% 1.2% 0.6%

NYダウ（ドル） 20,663.22 21,349.63 21,830.31 22,092.81 6.9% 3.5% 1.2%

S&P 500（ポイント） 2,362.72 2,423.41 2,472.10 2,476.83 4.8% 2.2% 0.2%

ナスダック総合指数（ポイント） 5,911.74 6,140.42 6,374.68 6,351.56 7.4% 3.4% -0.4%

ユーロストックス（ポイント） 373.88 372.86 375.73 380.28 1.7% 2.0% 1.2%

上海総合指数（ポイント） 3,222.51 3,192.43 3,253.24 3,262.08 1.2% 2.2% 0.3%

円／ドル（円） 111.39 112.39 110.68 110.69 -0.6% -1.5% 0.0%

円／ユーロ（円） 118.67 128.40 130.03 130.31 9.8% 1.5% 0.2%

ドル／ユーロ（ドル） 1.0654 1.1425 1.1748 1.1773 10.5% 3.0% 0.2%

ＷＴＩ 原油先物（ドル/バレル） 50.60 46.04 49.71 49.58 -2.0% 7.7% -0.3%

*金利は変化幅

日本10年国債（％） 0.07 0.09 0.08 0.07 -0.01 -0.02 -0.01

米国10年国債（％） 2.39 2.30 2.29 2.26 -0.13 -0.04 -0.03

ドイツ10年国債（％） 0.33 0.47 0.54 0.47 0.14 0.00 -0.07

イタリア10年国債（％） 2.32 2.16 2.12 2.02 -0.30 -0.14 -0.10

スペイン10年国債（％） 1.67 1.54 1.53 1.48 -0.18 -0.06 -0.04
*市場が休日の場合は前営業日の数値を記載しています。 (出所)Bloomberg
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先週の市場動向（内外金利、為替、経済指標）

国内金利

米国金利

為替

為替

米国 7月雇用統計～予想を上回る堅調な結果 7月 中国製造業PMI ～ 財新PMIも持ち直し

～ バリュエーションの高さは意識されるものの、好調な企業業績による先高感が株価上昇を後押し

　

※ 現時点での市場見通しを示したものであり、当社の投資方針と必ずしも整合するとは限りません。

※ 本資料は当社が情報提供を目的に作成したものであり、保険募集を目的とするものではありません。

※ データの一部は当社が信用できると判断した情報源より作成しておりますが、正確性・完全性について当社が保証するものではありません。 お問い合わせ先：特別勘定運用部
※ 最終ページのご連絡事項についてよくお読み下さい。

10年債入札を無難に通過したものの、翌週の30年債入札を控えて
金利は上昇基調。その後は、英中銀が経済見通しを下方修正した
ことを受けて欧米金利が低下したことから、国内金利も低下した。

金利低下

先週の経済指標2

今後の見通し

株式市場は決算一巡で個別株の物色に一服感、夏枯れ相場の様相へ
・週初の日本株は、米雇用統計後の円安で小幅高の展開が見込まれる。但し、日米
の政治的混迷が長引くことへの懸念が払拭されない中、米金利の低下基調も相俟っ
て、円高に対する警戒感から日経平均は2万円を挟んだレンジ内での動きに留まろう。
・好調な企業業績を背景に高値更新が続く米国株についても、注目の企業決算は概
ね消化し、個別株の物色は限定的と見ている。市場参加者が長期休暇等で取引量が
薄れることもあり、当面は方向感の出にくい展開が予想される。
・今週末は米消費者物価指数の発表が控えている。イエレンFRB議長は7月の議会証
言で「今後数か月は物価動向を注視する」と発言していることもあり、発表後の金利や
為替の反応には注意したい。

 TEL 050－3780－1007

金利低下
ISM非製造業景況指数などの経済指標が市場予想を下回ったこと
から金利は低下。その後も英中銀が経済見通しを下方修正し、欧
州金利が低下したことから米国金利も低下。週末の雇用統計は堅
調な結果となり、金利は低下幅を縮小した。

ほぼ横這い
米経済指標が市場予想を下回ったことや、英中銀の経済見通しの
下方修正を背景とした欧米金利の低下を受けて、一時110円を割る
水準まで円高ドル安が進行。しかし、週末の雇用統計は堅調な結
果となり、一時111円台まで円安ドル高となった。

日米10年国債金利

先週の経済指標1

米国の企業業績動向と株価への影響
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(％) S&P 500 アナリスト予想対比 EPS上振れ企業の割合
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(出所)Bloomberg※ 判定は、事前予想よりポジティブであれば ○ 。
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日付 国 イベント 予測値
8/8 日 7月 景気ウォッチャー調査（現状/先行き）50.2/51.0

中 7月 貿易収支（十億ドル） 45.00
8/10 日 6月 機械受注（船電除民需、前月比） 3.6％
8/11 米 7月 消費者物価指数（前月比） 0.2%

今週の注目イベントなど

(出所)Bloomberg

日本 経済指標 期間 予測 実績 判定
7/24 日経日本製造業PMI（速報値） 7月 -- 52.2 -
7/28 全国CPI(前年比) 6月 +0.4% +0.4% -

7/31 鉱工業生産(前月比/速報値) 6月 +1.5% +1.6% ○

米国 経済指標 期間 予測 実績 判定
7/24 ﾏｰｸｲｯﾄ米国製造業PMI（速報値） 7月 52.3 53.2 ○
7/24 中古住宅販売件数 6月 557万件 552万件 ×
7/25 消費者信頼感指数 7月 116.5 121.1 ○
7/26 新築住宅販売件数 6月 61.5万件 61.0万件 ×
7/27 新規失業保険申請件数 7月22日 24.0万件 24.4万件 ×
7/27 耐久財受注(前月比/速報値） 6月 +3.9% +6.5% ○
7/28 GDP(年率/前期比/速報値) 4-6月期 +2.7% +2.6% ×
8/1 ISM製造業景況指数 7月 56.5 56.3 ×

8/2 ADP雇用統計 7月 19.0万件 17.8万件 ×
8/3 新規失業保険申請件数 7月29日 24.3万件 24.0万件 ○
8/3 ISM非製造業景況指数(総合) 7月 56.9 53.9 ×
8/4 非農業部門雇用者数変化 7月 18.0万人 20.9万人 ○

欧州 経済指標 期間 予測 実績 判定
7/24 ﾏｰｸｲｯﾄ ﾕｰﾛ圏製造業PMI（速報値） 7月 57.2 56.8 ×
7/25 独IFO企業景況感指数 7月 114.9 116.0 ○

中国 経済指標 期間 予測 実績 判定
8/1 Caixin中国製造業PMI 7月 50.4 51.1 ○

44

46

48

50

52

2015/1 2015/7 2016/1 2016/7 2017/1 2017/7

統計局 財新

(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)(％)

(出所)Bloomberg

予想 実績
統計局 製造業PMI 51.5 51.4

財新 製造業PMI 50.4 51.1

■2017年第2四半期の企業決算も引き続き堅調

・S&P500構成銘柄のうち、412社が第2四半期の決算を発表。EPS(1株あ

たりの純利益）については、76.6%の企業が市場予想を上回った。

(2017/8/3現在)

・テクノロジーセクターを筆頭にほぼ全セクターで事前予想を上回ってお

り、2006年以降の平均(73.4%)と比較しても良好な結果となっている。

■中期的に株価は緩やかな上昇基調を維持

・こうした強い決算内容を受けて個別株の物色は活発化するものの、株

価の動きは鈍い状況が続いている。背景には、連日の高値更新で株価

水準への警戒感が強まっていることや、トランプ政権の政策運営に対す

る不透明感等があると思料される。

・目先は上値の重い展開が見込まれるが、中期的には良好な経済環境

や企業業績の強さが後押しする形で、米株式市場は緩やかな上昇基調

が継続すると予想する。
・EPS=当期純利益÷発行済株式総数

1株あたりの利益を示す指標であり、多くの株価分析で用いられる概念。
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非農業部門雇用者数変化（千人） 180 209
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